
第６次常滑市総合計画後期計画（案）に対するパブリックコメント実施結果

１．後期計画（案）のパブリックコメントについて

（１）実施概要

募集期間：令和７年１月25日（土）～２月26日（水）

提出方法：持参、郵送、メール、FAX

周知方法：広報とこなめ２月号、市ホームページ、市公式SNS

閲覧場所：市庁舎（企画課）、青海・南陵公民館、市民交流センター、中央公民館

（２）実施結果

提出者数：１名（メール提出）

意見総数：３件

（３）意見への対応

計画の変更は行わず、後期期間に実施する取組や今後のまちづくりの参考とさせていただきます。
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２．意見の内容及び市の考え方

３．今後の進め方

〇パブコメ実施結果について市議会へ情報提供

〇３月下旬に後期基本計画を策定（合わせて「後期実行計画」も策定）、市議会へ情報提供

〇４月１日から後期計画（第３期総合戦略含む。）スタート

カテゴリ 意見の内容 市の考え方

若者支援

基本目標に掲げる、「子どもが健やかに育ち、
輝けるまち」の中に「若者」を入れていただく
と次世代につながり、魅力創造都市につながっ
ていくと感じる。

基本目標は、基本構想の構成要素の一部であることから、今回の計
画見直しの範囲外になります。いただいたご意見は、今後のまちづく
りの参考とさせていただきます。

また、日本福祉大学とは令和６年２月に「地域の活性化及び相互の
発展と充実を目的とした包括連携に関する協定」を結び、市制７０周
年事業における子どもたちと学生との協働や、航空会社へのインター
ンシップの機会を創出するなどの取組を進めています。今後も、相互
に連携しながら、まちづくりの推進や地域の活性化を図っていきたい
と考えています。

常滑市と協力関係にある日本福祉大学等と連
携して子どもに若者を追加した全体構想にする
試みを検討してもらいたい。

現在でも、町内会や生涯学習スポーツ課の方
などの取り組みにより、若者たちの成長や活躍
を見ることができるが、別の軸として若者を受
け入れる居場所や体制があるとよいと思う。

また、地元の若者が住み続けられる環境づく
りを進めることが、人口の増加や若者が集まる
魅力創造都市となるひとつのポイントと思う。

今後も市民団体や関係機関との協力・連携を図るとともに、若者を
はじめ市民が活動に必要な場所や情報の提供、まちづくり実践者同士
の連携強化などを後期実行計画の取組として推進してまいります。

また、総合計画と一体的に策定した「総合戦略」では、「若者や子
育て世代が住み続けたくなる豊かで充実した生活環境づくり」を掲げ
ており、若い世代がずっと住み続けたいと思うような、便利で魅力あ
るまちづくりに取り組んでまいります。
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